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令和６年度  秋の文化祭  開催   

令和６年１１月３日（日・祝）、役場庁舎及び町民ホールで、文化協会主催による「秋の文化

祭」が開催された。当日は見事な秋晴れとなり絶好の文化祭日和となった。町民ホールでは、小学

５年生による合奏と合唱を皮切りにコーラスやウクレレなど 11 の団体による舞台発表が行われ、観

客を魅了した。また、1 階の木曽岬ステーションでは文化協会に加盟する陶芸や生け花、書道など

の文化団体のほか、こども園や小・中学校の児童・生徒らによる作品が展示され、多くの方々に鑑

賞いただいた。その他、子どもから大人まで楽しめるパソコン工作体験教室やホリデー教室も開催

された。さらに、今年はわいわい市場とあわせて勤労者地域づくり等参画支援事業実行委員会主

催による「桑員地区勤労者ゆとりフェスティバル」も役場前駐車場で開催され、大勢の親子連れで

賑わった。 

 

 

「三重の教育談義」開催   

令和６年１１月７日（木）、 三重県総合文化センターで「三重

の教育談義」が開催された。この会は、三重県教育委員会が主

催する毎年恒例の教育行事で、県内の教育関係者が共通の課

題意識のもとに、子どもたちの目線に立った教育の実践と学校づ

くりを進めていくために実施している。 

当日は、教育功労者表彰に続き、「学校教育におけるウェルビ

ーイング」という演題で、武蔵野大学ウェルビーイング学部  学部

長・教授の前野  隆司氏による講演を聴講した。町教育委員会か

らは教育長と教育委員の２名が参加し、熱心に聴講いただいた。 

 

 

木曽岬中学校生徒会  町戦没者追悼式  参加  

令和６年１１月１０日（日）、町民ホールで木曽岬町戦没者追悼式が開催された。当日、中学校

代表として、３名の生徒会役員の生徒が参列し、世界平和を願い「戦争の過酷さや醜さを決して忘

れず、もう二度と戦争をしないよう後世に伝えることをここに誓います。」と、力強く「誓いのことば」を

読み上げた。 

 

 

 

 

 

 



美し国三重市町対抗駅伝に向けいよいよ始動！  

令和６年１１月１０日（日）、第１８回美し国三重市町対抗駅

伝大会（令和７年２月１６日開催）に向け、木曽岬町代表選手

としてエントリーのあった候補者を対象とした第１回練習会を小

学校校庭にて実施した。当日は奈良賢治コーチ指導の下、ストレ

ッチに続き軽めのジョギングなどを行った。練習会でベテラン参加

者のトレーニングシューズの靴底がかなりすり減っている状況を見

た小中学生の参加者は、日々のトレーニングの大切さを学んでく

れた様子であった。なお、練習会は大会当日までに合計１０回開

催され、12 月１日（日）には選手選考会を予定している。 

 

 

第５６回町内バレーボール大会  開催  

令和６年１１月１０日（日）に体育協会主催の「第５６回町内

バレーボール大会」が町体育館で開催された。男子の部には６チ

ームが参加し、3 チームずつ 2 グループに分かれ総当たり戦を行

い、その後、同じ順位同士での順位決定戦を行った。また、女子

の部には 3 チームが参加し、総当たり戦で優勝を競った。試合は、

時に笑い声も聞かれる和やかな雰囲気の中で行われ、参加者は

さわやかな汗を流していた。試合結果は以下のとおり。 

●試合結果  

（男子の部）   優勝：絆    準優勝：14年ぶりに来ちゃったね、エジプト    第３位：暴れん坊将軍 

（女子の部）   優勝：絆＆ハッピー   準優勝：金子組    第３位：木曽岬中学校女子バレー部 

 

 

第１８回北勢地域町民スポーツ決勝大会（軟式野球・ソフトボールの部）  開催  

令和６年１１月１０日（日）に、北勢地域の５町（川越町・東員

町・木曽岬町・朝日町・菰野町）の各体育協会・スポーツ協会が主

催する第１８回北勢地域町民スポーツ決勝大会が東員町の城山

球場で開催された。大会は野球とソフトボールの２種目が行われ、

本町からは木曽岬チームがソフトボールに出場し、見事優勝の栄冠

に輝いた。なお、試合結果は以下のとおり。 

【ソフトボールの部】              

優  勝  木曽岬（木曽岬町）   準優勝  松尾クラブ（菰野町）       

 

 

小学校人権授業公開（町人教）を実施   

令和６年１１月１３日（水）  木曽岬町

人権教育推進協議会による小学校人権

授業公開を実施し、小学６年生で授業

提案が行われた。当日は、こども園、小中

学校の教職員が授業を参観し、その後グ

ループ別で事後協議を行い人権教育の

研修を深めることができた。  

 



第２５回  インターナショナルデー 開催  

令和６年１１月１６日(土 )に小学校で「インターナショナルデー」を開催した。今年度は、ベトナム、

インドネシア、ネパール、フィリピン、スリランカ、中国出身の方をゲストティーチャーとして招待し、５限

目に交流学習を行った。事前に各クラスでゲストティーチャーの出身国について調べて授業に臨み、

その国の遊びや文化、生活の様子を教えていただいたり、一緒に歌を歌ったりして交流を行った。子

どもたちは、世界にはさまざまな国があること、そこには日本と違う文化があり、それぞれ尊重される

べき生活スタイルがあることなどを学び、貴重な学習経験となった。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

教育委員による小・中学校視察訪問   

令和６年１１月２０日（水）、教育委員による小・中学校の視察訪問を行った。小中学校ともに、

教室での授業の様子を視察すると共に、学校長からは、１・２学期に見えてきた子どもたちのがんば

る姿や課題などについて報告を受けた。委員の皆さんからは、「全体的に落ち着きがあり、子どもた

ちは前向きに学習に向かっている」とか「先生方は一生懸命頑張っていただいており、大変ありがた

い」という声が聞かれた。子どもたちのがんばる姿をじっくり見ることができ、有意義な訪問となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第３回  キッズオリンピック＆謎解きイベント 開催  

令和６年１１月２３日（土・祝）、町体育協会と木曽岬キッズレクリエーションクラブが主催した

『第３回キッズオリンピック＆謎解きイベント』が町体育館及びふれあいホールなどで開催された。当

事業は子ども達の協調性や自主性を育むと共に、他市町の子たちとの交流を目的にした取り組み

で、当日は町内外合わせて６８名の子ども達が参加し、オリンピックや謎解きを行った。「オリンピッ

ク」では的当て競争等の個人種目や綱引き等の団体種目を行い、「謎解き」では友だち同士で知

恵を絞りながら、カウンセラーのお兄さんお姉さんに手伝ってもらい楽しそうな姿が見られた。様々な

体験を通じて、世代間や市町を超えて親睦を深めるなど非常に楽しい思い出を作ることが出来た。 

 

 

 

 

 

 



令和６年度  文化協会代表者会議  開催   

令和６年１１月２４日（日）  役場４階防災多目的室にて開催

した。１１月３日に実施した秋の文化祭についての反省点や来年

度に向けた課題などを協議した。舞台発表においては、最後に木

曽岬音頭・小唄を皆で踊って終了となるが、外にいる観客にも参

加してもらうため参加者にはお菓子を配付してはどうかといった

意見や、作品展示が 1 日だけでは見られない人もいるので前日

の午前中から準備を行い、午後から見学できるようにしてはどうかといった意見が出された。ま

た、作品展については文化祭とは別の日に町内の公共施設で展示する期間を定め、町民の皆

さんに見てもらう機会を確保してはどうかといった意見が出された。  

 

 

木曽岬町青少年育成町民会議  令和６年度第３回理事会  開催   

令和６年１１月２８日（木）  役場４階会議室にて開催した。 

事業活動報告では、「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援

キャンペーン」の一環で、小中学校の保護者の皆さんに提出いた

だいた「わが家の応援スローガン」から選定した、令和７年度の

行事・健康カレンダーに掲載する作品について説明があった。続

いて、花いっぱい運動や教育講演会のアンケート結果等について

報告があった。次に、令和７年度の主な事業について協議を行っ

た。最後に町内の近況報告があり、会は終了した。 

 

 

令和６年第８回教育委員会（定例会）  開催  

令和６年１１月２９日（金）教育委員会定例会を役場４階会議室で開催した。概要は、以下の通り。 

 ＜審議事項＞  

  ○ 議案第４号  令和７年度教職員人事異動基本方針（案）について 

  ○ 議案第５号  令和７年度入学式の日程変更について 

＜報告事項＞  

・給食費について 

・いじめ不登校の状況について 

・木曽岬町子ども議会の開催について 

・「中学生と町議会議員とのふるさと懇談会」の開催について 

・令和７年教育委員会開催予定について 

・教育委員会実施事業記録について  

 

 

町教育委員会教育委員によるこども園視察訪問  

令和６年１１月２９日（金）  木曽岬町教育委員会委員によるこども園の視察訪問を行った。 

当日は、子どもたちが生き生きと活動する姿を参観することができた。また、参観後の協議では、

園長先生より園の取り組みの様子を丁寧に説明いただいた。教育委員からは、昨年度に引き続き、

小学校と連携して、基本的な生活リズムの習得や、集中できる素地づくり、文字や数字に興味を持

たせるなど、こども園から小学校への滑らかな接続を意識した保育を進めて欲しいとのご意見をい

ただいた。今回の園訪問は、今後の保育の方向性を示唆いただく良い機会となった。 



 

     【保育の視察の様子】                           【視察後の協議の様子】  

    


